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期待を胸に、新校舎落成

徳
之
島
町
立
亀
津
中
学
校
（
桑

畑
明
斉
校
長
、
生
徒
数
２
６
０

名
）
の
新
校
舎
落
成
記
念
式
典

（
新
校
舎
落
成
記
念
事
業
実
行
委

員
会
主
催
）
が
11
月
７
日
、
同

校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
関
係
者
と
卒
業

生
、
地
元
住
民
ら
約
５
０
０
名

が
出
席
し
、
新
校
舎
の
落
成
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
、
高
岡
秀
規
町
長
は
、

「
学
力
向
上
へ
向
け
て
は
、
関
係

者
の
方
々
と
町
当
局
が
支
援
体

制
を
組
み
な
が
ら
、
立
派
な
生

徒
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
激

励
。
教
育
長
、
歴
代
学
校
長
代

表
の
祝
辞
に
続
い
て
、
功
労
者

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

－亀津中学校－

校
舎
完
成
ま
で
の
経
緯
を
振

り
返
り
、「
新
校
舎
落
成
ま
で
の

期
間
の
取
り
組
み
で
、
生
徒
に

は
忍
耐
と
感
謝
が
生
ま
れ
、
地

域
住
民
と
の
一
体
感
が
育
ま
れ

ま
し
た
。
生
徒
と
教
職
員
、
保

護
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
亀
津

中
学
校
の
教
育
に
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

「
旧
校
舎
の
思
い
出
は
、
最
後

の
体
育
大
会
を
経
験
し
た
こ
と

で
す
。
今
後
、
10
年
、
20
年
と

後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
る
よ

う
、
新
校
舎
に
ふ
さ
わ
し
い
生

徒
に
な
り
、
立
派
な
亀
津
中
学

校
に
な
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。生徒代表

伊宝那美香さん（３年） 桑畑明斉校長

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
で
、
延
べ
床

面
積
が
４
３
８
６
平
方
メ
ー

ト
ル
。
車
イ
ス
で
移
動
で
き

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
多
目
的

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
、
校
舎
中

央
に
中
庭
が
設
け
ら
れ
、
明

る
く
開
放
感
の
あ
る
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
総
事
業

費
―
15
億
９
３
６
４
万
１
千

円
）
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母
間
新
港
で
10
月
30
日
、

国
民
文
化
祭
前
夜
祭
「
島
の

宴
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

島
内
外
か
ら
16
団
体
が
参
加

し
、
地
域
伝
統
の
踊
り
や
歌

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

島
内
外
か
ら
の
舞
台
芸
能

や
花
火
で
母
間
新
港
が
に
ぎ

や
か
に
彩
ら
れ
、翌
日
の
「
国

民
文
化
祭
民
謡
・
民
舞
フ
ェ

ス
タ
in
と
く
の
し
ま
」
の
本

番
に
向
け
、
好
調
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

町
文
化
会
館
で
10
月
31
日
、

「
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
民
謡
・
民
舞
フ
ェ
ス

タ
in
と
く
の
し
ま
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
沢
山
の

観
客
が
集
ま
り
、
島
内
外
の
民

謡
や
民
舞
を
観
賞
し
ま
し
た
。

三
味
線
同
好
会
の
演
奏
で
開

演
し
た
「
民
謡
・
民
舞
フ
ェ
ス

タ
in
と
く
の
し
ま
」。
第
一
部
で

は
、
町
内
か
ら
の
参
加
者
に
よ

り
、
夏
目
踊
り
や
浜
踊
り
、
島

唄
や
棒
踊
り
な
ど
町
内
の
伝
統

芸
能
を
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
披

露
し
ま
し
た
。
会
場
に
響
き
渡

る
島
唄
や
幽
玄
な
踊
り
の
世
界

で
観
客
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

県
内
で
い
ち
早
く
開
催
さ
れ

た
徳
之
島
町
で
の
国
民
文
化
祭
。

県
外
の
伝
統
芸
能
を
加
え
た
充

実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
島
の

文
化
を
全
国
へ
盛
大
に
発
信
し

ま
し
た
。

他
県
か
ら
は
、「
沖
縄
県
民
謡
連
合

会
」
や
「
福
井
県
藤
已
会
」、「
静
岡

県
民
謡
協
会
」、「
和
歌
山
県
民
謡
連

合
会
」、「
伝
統
芸
能
松
浦
学
院
」
と

津
軽
三
味
線
の
「
柴
田
三
兄
弟
」
が

参
加
し
、
日
本
各
地
の
伝
統
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

艶
や
か
な
衣
装
や
表
情
豊
か
な
踊

り
、
美
し
い
音
色
や
爽
快
な
掛
け
声

で
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
々
の
目
や

耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

前
夜
を
彩
る
「
シ
マ
の
宴
」

～
国
民
文
化
祭
前
夜
祭
～

～
国
民
文
化
祭　

民
謡
・
民
舞
フ
ェ
ス
タ
in
と
く
の
し
ま
～

島
の
文
化
を
盛
大
に
発
信
！
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まちの話題 ●● ●

奄
美
地
域
生
姜
研
究
会
（
秋
田
洋
一
会

長
、
福
岡
兵
八
郎
統
括
事
務
局
長
）
は
、

食
の
安
全
と
環
境
保
全
に
取
り
組
む
個
人

や
団
体
の
農
場
に
与
え
ら
れ
る
「
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
」
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
11
月
６
日
に

役
場
町
長
室
を
訪
れ
、
奄
美
群
島
で
初
と

な
る
同
認
証
の
取
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
業
界
団
体
が
行
っ
て
い
る

認
証
制
度
で
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
書
類

審
査
や
現
地
農
場
の
抜
き
打
ち
検
査
な
ど

の
厳
し
い
審
査
を
経
て
認
証
さ
れ
ま
す
。

同
研
究
会
で
は
、
天
城
、
伊
仙
、
東
天
城
、

亀
津
の
４
支
部
の
生
産
者
農
家
約
１
２
０

戸
で
申
請
し
、
９
月
25
日
に
認
証
取
得
し

ま
し
た
。 奄美地域生姜研究会

JGAP 認証取得を報告

「
第
３
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
」
が
11
月
15
日
、
花
徳
支
所
か
ら

亀
津
児
童
公
園
ま
で
の
８
区
間
15
・
６
㎞

の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
チ
ー

ム
の
１
０
４
名
の
選
手
が
全
力
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
温
か
い
天
候
の
中
、
沿
道
に

は
多
く
の
住
民
が
集
ま
り
競
技
に
奮
闘
し

て
い
る
選
手
た
ち
へ
声
援
を
送
り
ま
し

た
。
第
１
区
間
で
は
ひ
と
か
た
ま
り
で

走
っ
て
い
た
選
手
た
ち
も
、
第
２
区
か
ら

少
し
ず
つ
チ
ー
ム
ご
と
に
距
離
が
開
き
始

め
ま
し
た
。
第
２
区
時
点
で
２
位
の
亀
徳

チ
ー
ム
が
、
１
位
の
中
区
チ
ー
ム
を
第
３

区
で
追
い
越
し
た
後
、
ゴ
ー
ル
ま
で
首
位

を
守
り
き
り
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

１
位
：
亀
徳
（
57
分
12
秒
）
総
合
タ
イ
ム
新
記
録

２
位
：
南
区
Ａ
（
58
分
50
秒
）

３
位
：
神
嶺
（
59
分
48
秒
）

【
新
記
録
】

春
山　

聖
（
第
２
区
・
南
区
Ａ
）
５
分
58
秒

田
畑　

恭
介
（
第
３
区
・
亀
徳
）
11
分
９
秒

甲
斐　

久
善
（
第
４
区
・
亀
徳
）
７
分
59
秒

田
畑　

瞬
（
第
５
区
・
亀
徳
）
10
分
51
秒

川
原　

比
奈
（
第
７
区
・
南
区
Ａ
）
５
分
１
秒

亀
徳
が
２
度
目
の
優
勝

～
町
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
～

「
第
36
回
徳
之
島
町
中
学
校
弁
論
・
英
語

暗
唱
大
会
」
が
11
月
４
日
、
町
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
中
学
校
の
代
表

者
が
、
弁
論
の
部
で
は
平
和
や
家
族
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
事
な
ど
を
テ
ー
マ

に
熱
弁
を
ふ
る
い
、
英
語
暗
唱
の
部
で
は

課
題
文
「A Pot of Poison

」
を
表
現
力

豊
か
に
発
表
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
弁
論
の
部
〉

最
優
秀
賞　

岡
元　

星
礼
奈
（
山
中
３
年
）　

「
心
の
つ
な
が
り
と
は
」

優
秀
賞　

里
田　

茉
奈
栄
（
東
天
城
中
２

年
）「
平
和
な
世
界
を
」

〈
英
語
暗
唱
の
部
〉

最
優
秀
賞　

幸
山　

千
尋
（
亀
津
中
２
年
）

優
秀
賞　
　

福
井　

啓
人
（
亀
津
中
３
年
）

町中学校弁論・英語暗唱大会
表現力豊かに発表
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12/15
～

1/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
12
月
20
日　

13
時
～

町
生
涯
学
習
大
会

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
12
月
24
日

幼
・
小
・
中
学
校

二
学
期
終
業
式

■
1
月
2
日　

14
時
～

町
成
人
式

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
1
月
８
日

幼
・
小
・
中
学
校

三
学
期
始
業
式

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

農
地
法
で
は
下
記
届
け
出
が
必
要
で
す

◇
農
地
の
相
続
登
記
を
し
た
場
合
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。 

◇
農
地
に
住
宅
、
墓
地
、
牛
舎
等
を
建
て
る
際
も
農
業
委
員
会
へ
申
請

し
許
可
が
必
要
で
す
。 

◇
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。 

賃
貸
借
情
報
に
つ
い
て

【
平
成
26
年
１
月
～
12
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃

借
料
】

締
結
さ
れ
た
地
域

平
均
値

（
円
）

最
高
額

（
円
）

最
低
額

（
円
）

デ
ー
タ
数

（
件
）

徳
之
島
町
全
域

１
万

１
万

１
万

11

（
畑
か
ん
整
備
農
地
も
一
般
農
地
も
同
額
の
１
万
円
で
す
）

◇
小
作
料
に
つ
い
て

農
地
を
借
り
る
場
合
は
借
り
手
は
貸
し
手
に
小
作
料
（
借
賃
）
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
町
で
は
概
ね
10
ａ
当
た
り
年
間

１
万
円
で
す
が
、
こ
れ
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
あ
く
ま
で
も

貸
し
手
と
借
り
手
の
当
事
者
間
で
決
め
る
事
が
原
則
で
す
。

◇
下
限
面
積
に
つ
い
て

農
地
を
取
得
（
購
入
）
し
よ
う
と
す
る
際
は
農
業
委
員
会
が
定
め
た

下
限
面
積
を
所
有
し
て
な
い
と
農
地
を
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
本
町
の

下
限
面
積
は
50
ａ
で
す
。

町
役
場　

農
業
委
員
会

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
７
２
）

問

農地

適
切
な
届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

農
地
法
で
必
要
な
届
出
及
び
賃
貸
借
情
報

車

車
に
も
島
の
心
を
乗
せ
て
！

ご
当
地
「
奄
美
ナ
ン
バ
ー
」
の
普
及
に
つ
い
て

奄
美
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
が
昨
年
11
月
に
開
始
さ
れ
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
本
年
９
月
現
在
で
の
普
及
率
は
、
全
10
地
域
の
平
均

で
12
・
94
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
更
な
る
普
及
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
へ
、
奄
美
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

問
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くらし

10
月
５
日
よ
り
通
知
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

―
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
―

国
で
は
、
新
た
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

☎
０
１
２
０
―
９
５
―
０
１
７
８
（
無
料
）

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
に
関
す
る
こ
と
や
、
そ
の
他

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、お
聞
き
に
な
り
た
い
情
報
の
メ
ニ
ュ
ー

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

既
存
の
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
も
継
続
し
て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら

の
音
声
案
内
で
も
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
日
９
時
30
～
22
時
、
土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

（
年
末
年
始
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

■
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ
ル
に
繋
が
ら
な
い
場
合
（
有
料
）

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と☎

０
５
０
―
３
８
１
６
―
９
４
０
５

＊
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

☎
０
５
０
―
３
８
１
８
―
１
２
５
０

■
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
対
応
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と
☎
０
１
２
０
―
０
１
７
８
―
２
６

＊
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
☎
０
１
２
０
―
０
１
７
８
―
２
７

（
英
語
以
外
の
言
語
に
つ
い
て
は
、
平
日
９
時
30
～
22
時
ま
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。）

注意喚起！！
マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！

内閣府のコールセンターや地方公共団体、消費生活センターなどに、マイナンバー制度に便乗した不正
な勧誘や個人情報の取得を行おうとする電話、メール、手紙、訪問等に関する情報が寄せられています。

マイナンバー制度をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問等には十分注意し、内容に応じて、相談
窓口をご利用ください。
＜このような電話などに注意してください！＞
■マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で、

・国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成や年金・
保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要求したりすることはとは一切ありません。

・ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありません。
こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。

■電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの安全管理対応の困難さなどを過度に誇張した商品販売
や不正な勧誘などには十分注意してください。

■マイナンバーの関連であることをかたったメールが送られてきた場合、自分の勤務先など送付者が明ら
かなものを除き、安易に開封しないよう、注意してください。

■「なりすまし」の郵送物にご注意ください！
・マイナンバーは、「通知カード 個人番号カード交付申請書在中」、「転送不要」と赤字で書かれた封筒に

入って、簡易書留で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入っていることはありません。また、
配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることもありません。

・個人番号カードの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書を入れて、返信いた
だくことにしています。返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム機構」であるか、ご確認く
ださい。個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記載することはありません。

■「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。こうした手口で、人
を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。なお、不正な提供依
頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を問われることはありません。

町
総
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

問



広報とくのしま 2015 年 12 月号– 7 –

＜ ご 相 談 は 、 各 窓 口 ま で ＞
《マイナンバー制度全般のご相談はこちら》

●内閣府マイナンバー専用コールセンター　　　　　　　　　☎０５７０－２０―０１７８
平日 9 時 30 分～ 22 時 ／土日祝日（年末年始を除く） 9 時 30 分～ 17 時 30 分
※平成 27 年 9 月 30 日 までは平日のみの 9 時 30 分～ 17 時 30 分 まで
※ＩＰ電話等でつながらない場合は ☎ 050―3816―9405 におかけください。

《通知カードや個人番号カードのご相談はこちら》
●総務省 個人番号カードコールセンター（10/1 ～）　　　☎０５７０－７８３－５７８
平日 8 時 30 分～ 22 時／土日祝日（年末年始を除く） 9 時 30 分 -17 時 30 分
※ＩＰ電話等でつながらない場合は 050-3818-1250 におかけください。

《不審な電話などを受けたらこちら》
●消費者ホットライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎１８８（いやや！）
※原則、最寄りの市区町村の消費生活センターや消費生活相談窓口などをご案内しますので、相談できる
時間帯は、お住いの地域の相談窓口により異なります。

《詐欺など被害に遭われたらこちら》
●警察 相談専用電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎＃９１１０
又は最寄りの警察署まで
※＃９１１０は、原則、平日の 8 時 30 分～ 17 時 15 分（※各都道府県警察本部で異なります。
土日祝日・時間外は、24 時間受付体制の一部の県警を除き、当直又は留守番電話で対応）

《マイナンバーが含まれる個人情報（特定個人情報）の取扱に関する苦情はこちら》
●特定個人情報保護委員会 苦情あっせん相談窓口（10/5 ～）　　　☎０３－６４４１－３４５２
※平日 9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時 30 分

《
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
》

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
記
載
さ
れ
た
顔
写
真
付
の
カ
ー
ド
で
す
。

《
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
》

通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
よ
り
申
請
す
る
と
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
郵
送
に
よ
る
申
請
・
・
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
に
ご
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請
・・・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー

ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
・
・
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

《
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方
》

原
則
と
し
て
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
後
、
交
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
が
役
場
か
ら
申
請
者
の
ご
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
通
知
書
に

記
載
さ
れ
た
交
付
場
所
に
、
①
交
付
通
知
書
と
②
通
知
カ
ー
ド
、
③
本
人
確
認
書
類
（
※
）
を

お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
①
交
付
通
知
書
と
②
通
知
カ
ー
ド
、
③

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
返
納
）
を
あ
わ
せ
て
交
付
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

通
知
カ
ー
ド
は
返
納
と
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
と
は 

•

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
書
（
交
付
年
月
日
が
平
成
24

年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
に
限
る
）・
旅
券
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者
証
明
書
・
一
時
庇
護
許
可
書
・
仮

滞
在
許
可
書
の
う
ち
１
点 

•

こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、「
氏
名
・
生
年
月
日
」
ま
た
は
「
氏
名
・
住
所
」
が
記

載
さ
れ
、
市
区
町
村
長
が
適
当
と
認
め
る
２
点 

•

（
例
）
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証
、
学
生
証
、
学
校
名
が
記
載
さ
れ
た
各
種
書

類
、
預
金
通
帳
、
医
療
受
給
者
証 
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ごみ

大
掃
除
で
気
持
ち
の
良
い
新
年
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始
ご
み
搬
入
計
画

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問 年
末
年
始
の
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
は
左

記
の
通
り
で
す
。

12
月
23
日

水
曜
日

通
常
営
業

12
月
24
日

木
曜
日

通
常
営
業

12
月
25
日

金
曜
日

通
常
営
業

12
月
26
日

土
曜
日

通
常
営
業

12
月
27
日

日
曜
日

休
業
日

12
月
28
日

月
曜
日

通
常
営
業

12
月
29
日

火
曜
日

通
常
営
業

12
月
30
日

水
曜
日

正
午
ま
で
（
持
ち
込
み
の
み
受
け
入
れ
）

12
月
31
日

木
曜
日

休
業
日

１
月
1
日

金
曜
日

休
業
日

１
月
２
日

土
曜
日

休
業
日

１
月
３
日

日
曜
日

休
業
日

１
月
４
日

月
曜
日

通
常
営
業

１
月
５
日

火
曜
日

通
常
営
業

ごみ

大
掃
除
前
に
確
認
を
！

平
成
27
年
12
月
粗
大
ゴ
ミ
収
集
計
画

《
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日
》

12
月
15
日
（
火
）

亀
徳　

徳
和
瀬　

諸
田　

神
之
嶺

12
月
16
日
（
水
）

南
区　

中
区　

北
区　

井
之
川

旭
ヶ
丘　

下
久
志　

母
間　

花
徳

轟
木　

畦　

山　

金
見　

手
々

12
月
19
日
（
土
）

東
区　

白
井　

大
原　

尾
母　

南
原

右
記
の
日
程
に
よ
り
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
粗
大

ゴ
ミ
シ
ー
ル
を
貼
り
、
名
前
を
記
入
の
上
、
朝
８
時
30
分
ま
で
に
ゴ

ミ
収
集
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ゴ
ミ
に
、
シ
ー
ル
の
貼
付
、
氏
名
の
記
入
が
な
い
場
合
は
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
家
電
取
扱
業
者

に
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
処
理
を
行
う
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
シ
ー
ル
大
…
５
０
０
円
（
１
人
で
持
ち
運
び
で
き
な
い
物
）

●
シ
ー
ル
小
…
２
５
０
円
（
１
人
で
持
ち
運
び
で
き
る
物
）

シ
ー
ル
は
町
役
場
住
民

生
活
課
、
花
徳
支
所
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
！

年
末
年
始
の
長
期
休
暇

中（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

に
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

を
使
用
さ
れ
る
予
定
の
あ

る
方
は
、
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

長
期
休
暇
中
や
土
・
日
・

祝
日
は
、
カ
ー
ド
の
更
新
・

発
行
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

飛
行
機
や
船
に
搭
乗
す

る
際
に
も
、
カ
ー
ド
の
確

認
が
必
要
で
す
。
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、

通
常
料
金
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
更
新
・

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
）

問

問
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奄
美
群
島
内
に
在
留
す
る
外

国
人
に
係
る
在
留
手
続
等
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
名
瀬
審
査
室

を
開
設
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
は
名
瀬
港
湾
合
同
庁

舎
内
３
階
に
お
い
て
以
下
の
開

設
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

①
天
候
に
よ
っ
て
は
、
開
庁

日
又
は
開
庁
す
る
時
間
が
急

き
ょ
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
電
話
で
照
会
願
い
ま
す
。

②
各
種
申
請
及
び
必
要
な
資
料

等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
ご

遠
慮
な
く
照
会
願
い
ま
す
。

③
名
瀬
審
査
室
に
は
電
話
が
架

設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
に
照
会
願
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所

鹿
児
島
市
泉
町
18
―
２
―
40

鹿
児
島
港
湾
合
同
庁
舎
内

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
５
６
５
８

（
照
会
時
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

開庁予定日

開設時間 第 1 日目
13：30 ～ 17：00

第 2 日目
9：00 ～ 12：00

1 月 12 日（火） 13 日（水）

2 月 8 日（月） 9 日（火）

3 月 14 日（月） 15 日（火）

4 月 11 日（月） 12 日（火）

5 月 9 日（月） 10 日（火）

6 月 13 日（月） 14 日（火）

7 月 11 日（月） 12 日（火）

8 月 8 日（月） 9 日（火）

9 月 12 日（月） 13 日（火）

10 月 11 日（火） 12 日（水）

11 月 14 日（月） 15 日（火）

12 月 12 日（月） 13 日（火）

平
成
28
年
名
瀬
審
査
室

開
庁
日
の
ご
案
内

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

＊
出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

問

～
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
～

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
と
は
…

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
為
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

問
題
に
つ
い
て
…

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主

権
や
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
日

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
で
す

本
政
府
は
、
北
朝
鮮
側
か
ら
納

得
い
く
説
明
や
証
拠
の
提
示
が

な
い
以
上
、
安
否
不
明
の
拉
致

被
害
者
が
全
て
生
存
し
て
い
る

と
の
前
提
に
立
っ
て
、
被
害
者

の
即
時
帰
国
と
納
得
の
い
く
説

明
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
て
い

ま
す
。

政
府
は
、
国
の
責
任
に
お
い

て
、
拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の

一
刻
も
早
い
帰
国
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

徳
之
島
空
港
駐
車
場
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
夜
間
の
泊
駐
車

が
多
く
、
バ
ス
や
一
般
送
迎
車
両
等

の
走
行
や
出
入
り
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
状
況
で
す
。

徳
之
島
空
港
駐
車
場
は
、
旅
客
の

送
迎
車
両
用
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も

の
で
、
夜
間
の
泊
駐
車
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
10
月
１

日
よ
り
空
港
管
理
事
務
所
に
お
い
て

夜
間
の
泊
駐
車
車
両
に
は
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
こ
と
と
し
、
指
導
を
強

化
致
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
航
空
機
利
用

の
際
は
公
共
交
通
機
関
や
民
間
駐
車

場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
夜
間
の
泊
駐

車
を
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所

徳
之
島
空
港
管
理
事
務
所

徳
之
島
空
港
駐
車
場
に

関
す
る
お
願
い

問
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亀津中学校新校舎落成式

国民文化祭特集

町の話題

町からのお知らせ

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康トピックス
学校紹介（神之嶺小学校）
／題字紹介／目次

戸籍の窓／きまいたりっ
ちゅ／保育園児募集

02
03
04
05
09
10
11

12

index

表紙写真

国民文化祭前夜祭「シマの
宴」では、普段なかなか見る
ことのできない島内の伝統芸
能が披露されました。手々の

「ムチタボリ」では、白い衣装
をまとった見事な踊りの輪に、
会場のあちらこちらから感嘆
の声があがりました。
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